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ミーティング時間
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リサーチ文献・記事数

90件
アンケート回答者数

60人
現地ヒアリング数(zoom)

17人
事業案数

12案
Prototyping
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130時間
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パレスチナって
こんな国です
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Palestinnovationに与えられたテーマ

出典：JICAホームページ https://www.jica.go.jp/aboutoda/sdgs/jiq/index.html



実際、パレスチナの人たちが肌で感じている課題は？
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高学歴なのに失業率が高い！！！！！

2013年の調査結果と同様に、2015年の失業率は教育水準の高い若者の間で最も高かった。
基礎教育のみを終了した人の失業率は26.8%でしたが、高等教育を受けた人の失業率は42.9%でした。
(Labour market transitions of young women and men in the Occupied Palestinian Territory, ILO）

パレスチナ中央統計局によると、ヨルダン川西岸とガザの失業率は26.6%です。（～）
アラブ諸国では大卒者の失業率が高いのが一般的ですが、パレスチナでは大卒者の失業率が
非常に高くなっており、昨年はパレスチナの大卒者の約54%が失業しました。
（Palestinian University Graduates Face Harsh Futures, Al Fanar Media）

最近、息子が大学に入学できたのが嬉しかったことの一つ。
大学卒業後は海外でマスターを取りたいと言っている。
国内の大学を出ただけでは良い仕事をゲットできないので、
海外でpost-graduateの教育を得る必要がある。
大学を卒業しても本当に全然仕事が無い（2021年1月17日 Mr. Amin インタビュー）

大学生の一番困っていることは就職が難しいこと
（2021年1月24日 Mr. Mohammed (学生)、Ms. Malah（学生）インタビュー）
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あれ？観光じゃない？
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パレスチナ大卒者の失業率の高さを
なんとかしたい！



パレスチナにおける就業を取り巻く状況①
産業構造

主要産業はサービス業、工業・
製造業、小売業

サービス業・貿易関連への労働
従事者が多い



人口：488万人
（西岸：297万人、ガザ：191万人）1

就業可能者数：293万人

人口・就労者数

失業率：全体27%（ガザ：42%）

パレスチナにおける就業を取り巻く状況②



若年層の就業状況

若年層就労可能者数 ：103万人

高学歴な若者パレスチナ人
（ 19～29歳）の失業率 ：54％

大学卒業後就業までに
要する期間 ：約10か月

パレスチナにおける就業を取り巻く状況③



パレスチナにおける就業を阻む「壁」

労働需要
（仕事の数）

国内産業が脆弱で
全ての労働者を吸収する
だけの雇用創出が難しい。

能力面の
ギャップ

・企業側：即戦力欲しい
・若者：実務経験/スキル
なし（インターン経験０）

情報
・キャリア形成情報不足
・メンターの不在

アクセス
（コネ）

どれだけ成績優秀でもコネ
がないと就職難（親族・家
族の紹介メイン）
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問い

どうすれば真面目な若者パレスチナ人が

コネというずる賢い手段を使って
就労できるか？



チリ
500,000

ヨルダン
3,240,000

イスラエル
1,650,000

シリア
630,000

レバノン
402,582

サウジアラビア
280,245

アメリカ合衆国
255,000

ホンジュラス
250,000

ドイツ
80,000

グアテマラ
200,000

メキシコ
120,000

カナダ
51,000

ブラジル
59,000オーストラリア

45,000 エルサルバドル
70,000

イギリス
20,000

日本
10,000

出典： Global Exchange, Wikipedia

世界全体で推定600万人
世界で活躍するパレスチナ人
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BILADI

愛をカタチにするシェアリングエコネミー

ソリューション
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BILADI STEP1.
マッチング

STEP2.
資金調達

STEP3.
実施/評価

ソリューション/ビジネスモデル
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BILADI STEP1.
マッチング

STEP2.
資金調達

STEP3.
実施/評価

ソリューション/ビジネスモデル
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Palestinnovation

プラットフォーム
(WEB SITE)

課題発掘チーム

地元企業

若者パレスチナ人 在外パレスチナ人

②ヒアリング

①相談
③プロポーザル

④閲覧・登録 ④閲覧・登録

ビジネスモデル① マッチング
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BILADI STEP1.
マッチング

STEP2.
資金調達

STEP3.
実施/評価

ソリューション/ビジネスモデル
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Palestinnovation

資金調達チーム

Team結成！!

Crowd Funding

⑦投稿

⑧資金

⑥事業プラン送付

外部機関

⑤課題を基に解決案作成

ビジネスモデル② 資金調達
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BILADI STEP1.
マッチング

STEP2.
資金調達

STEP3.
実施/評価

ソリューション/ビジネスモデル



21

⑨プロジェクト実施

⑫（成功時）成果報酬

Palestinnovation

評価チーム

地元企業

⑩成果ヒアリング

⑪feedback・成功報酬

⑬（失敗時）報酬なし

ビジネスモデル③ 実施/評価
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サービスイメージ(Website/Form)



在外パレスチナ人 パレスチナ地元企業

•本業で培ったスキル・知見を共有する
ことで国外に居ながらパレスチナに貢
献できる
•祖国へ貢献したい気持ち（愛）を具体
的アクションでカタチにできる

•国内外パレスチナ人の知見を活用する
ことで、ビジネス課題の解決ができる
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提供価値

BILADI

若者パレスチナ人

•国内企業とのコネ獲得機会を得られる
•現場のリアルな課題解決に携わること
で経験値・スキルを高められる
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国内外のパレスチナ人による
愛を原動力にした

若者パレスチナ人の自己実現

バリュープロポジション



25

どうすれば
真面目な若者パレスチナ人が

コネというずる賢い手段を使って

就労できるか？

問い

愛をカタチにする

シェアリングエコネミー

ソリューションコンセプト

国内外のパレスチナ人による

愛を原動力にした

若者パレスチナ人の自己実現

バリュープロポジション
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プロトタイピング
アンケート実施 パレスチナ国内企業

•既にパレスチナ国内企業3社が事業に賛同し、

実施したい旨の要望あり。

在外パレスチナ人

•回答者全員が祖国の人を支援する為にプラットフォームに
参加したいと回答。

若者パレスチナ人

•回答者全員が参加したいと回答。

•理由は、職の経験・能力強化の為が37.5%、

企業とのコネ作りの為が62.5%



中⾧期の展望
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ビジネス経験
の獲得

短期 中期

パレスチ
ナの若者

在外
パレスチ

ナ人

企業

経済的に
豊かな生活

⾧期

新たな
ネットワークの

構築

起業

Decent Work
への就業

豊かな
生活

自分の人生を
能動的に選択

新たな
ネットワークの

構築

自己実現

パレスチナ社会
への貢献感醸成

本業への貢献

専門性の発揮
能力の強化

マネジメント
経験

事業の持続性強化

ヒト

モノ

カネ

ノウハウ

課題解決

新たな
ネットワークの

構築

パレスチナ経済圏の拡大

① より多くのパレスチナ人が人
生を能動的に選択

② 既存産業の活性化/新産業勃興

③ パレスチナサポーターの増加

パレスチナ内外の個人の自己実現を後押ししつつ既存産業強化/新産業の創出を実現し、パレスチナ
の発展を追求



売上構造と期待キャッシュフロー
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単月CF（百万） 累積CF（百万）

1件当たり調達資金

調達資金PJ数

PJ成功件数

1件あたり成功報酬

PJ案件化数

PJ組成数

アクティブユーザー数

マッチング率

ヒアリング実施数

案件化成功率

累積登録者数

PJ参加率

資金調達成功率

資金調達成功率

資金調達PJ数
成功報酬

資金調達

売上

期待キャッシュフロー



事業化へのロードマップ
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ステップ

実証実験事前準備

実
証
実
験

顧客仮説検証

2022/4～ーー

FB反映

ワークプラン策定

パートナー企業選定

在外パレスチナ人選定

テストPJ策定
CFでの資金調達

テストPJキックオフ

2021/4 2021/5 2021/6 2021/7 2021/8 2021/9 2021/10 2021/11 2021/12 2022/1 2022/2 2022/3

資金調達

テストPJ

評
価

PJの評価

サービスへの反映
評価

修正

事
業
化

営業

集客

パレスチナ企業への営業（現地）

判断Go/No Go判断

Webページ作成

在外パレスチナ人選定

PJ PJキックオフ

現地大学生への広報（現地）

ステークホルダー
BILADI 

（Paletinnovation）
BILADI 

（Paletinnovation）

役割

事業企画・開発にかかる業務全般（副業/フルタイム）

JICA（在外事務所） 現地企業の情報提供、域内ネットワーク提供

現地大学 人材登録促進

現地パートナー
（Invest Palestine）

現地パートナー
（Invest Palestine） 支援先企業紹介、在外ネットワークの提供、現地でのコーディネート業務

現地調査

若者パレスチナ人募集



パレスチナに行く理由

我々は現地で、
企業を訪問し、本サービスへの参加を1社1社口説きます：1日5社以上

若者パレスチナ人を集め、メンバー登録会を実施します：100名以上規模
現地パートナーと交渉し、事業提携（F4J）や資金獲得を行います:Invest Palestine
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BILADIのサービス利用企業獲得
＋

登録メンバー確保



なぜ私たちが取り組むのか？
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Why us?

Why now?Why Japan?
外交政策として、パレスチナともイスラエルとも

仲良くしているのは、日本は唯一といっても良い。
パレスチナと諸外国をつなげる
本事業は日本だからこそできる。

コロナの影響で、多くのパレスチナ企業に課題がある。

そんな今だからこそ、在外パレスチナ人と
国内パレスチナ人の力を合わせることで
パレスチナ経済圏を活性化したい。

Palestinnovationメンバー全員の
専門性・個性を活かすことで

BILADIを形にすることができる！



Thank you 
For listening


